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陳 述 書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

委託者 経済産業省

の表題 Dしメチオニン (被験物質番号 K‐1823)の微生物による分解度試験

験番 号 205148

上記試験は以下のGLPに従って実施・したものです。

(1)「新規化学物質等に係る試験を実施する冒瑚魁験施設に関する基準について」 (平成15年

11月21日、薬食発第 1121003号、平成 15・11・17製局第3号、環保企発第031121004号)

に規定する「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準」

2) 「OECD Pi血ciplesofGC顧 顛加mto1yp撞cti閃」… ovember26,1997)

また、本最終報告書は生データを正確に反映しており、試験データが有効であること

ノククβ 年ご 月 6 日

. ‐

試 験 責 任 者
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信頼性保証書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 経済産業省

試験の表題 DL‐メチオニン (被験物質番号 K‐1823)の微生物による分解度試験

試験番号 205148

本最終報告書は、試験の方法、手順が正確に記載され、試験結果は生データを正確に
反映していることを保証します。
なお、監査又は査察の結果については、下記の通り試験責任者及び運営管理者に報告
しました。

監査又は査察内容 監査又は査察日 報告日
(試験責任者及び運営管理者)

試験計画書草案 2007 年 10 月 22 日 2007 年 10 月 22 日
一
説 験 評 箇書

“"."一一一 .……"……….・

".'.
試 験 計 画 書 房 変 更

・………………'.".・
2007 年 10 月 23 日 2007 年 10 月 23 日
2(め7 年 11 月 21 日 2007 年 11 月 21 日
2007 年 10 月 24 日 2007 年 10 月 24 日

串間時 2007 年 11 月 7 日 2007 年 11 月 7 日
2007 年 11 月 21 日 2007 年 11 月 21 日
2007 年 11 月 22 日 2007 年 11 月 26 日

生字ご多ぐ.最終報善書草案 2008 年 3 月 3 日 2008 年 3 月 3 日
2008 年 3 月 6 日2008 年 3 月 6 日

之の 8 年 3 月 日

信頼性保証部門責任者
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日程

試 験 開 始 日 2007年 10月 23 日
実 験 開 始 日 2007年 10月 24 日
実 験 終 了 日 2007年 11月 21 日
試 験 終 了 日 2008年 3月 6 日

保管

被験物質
供試部率斗を保管用容器に入れ密栓後、品質低下を起こさないで安定に保存しうる
期間、久留米事業所試$船も管室に保管する。

生データ、資料等

生データ、試験計画書、試験委託書、その他必要な資料等は最終報告書と共に、
試験委託者から通知を受けるまでの期間、久留米事業所資料保管室に保管する。

関係者

試 験 責 任 者
所属 試験第一課

.鐙塾響きミiぎ響ききき雪辱‐きき,煮響き≦艶書そぎ塾空理
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試 験 担 当 者

(分解度試験の実施) .姿瞬ぎも鷺響き誓言辱きき憲量等糠票鰐緊嬉
　　　 　　　

　
　 　

　

‐繋署ゴ,お ト.‐〆も」三ミ;童′ミ雲 蔭、霊‐希 > ‐三 ごゞ総爺.

活性汚泥管理責任者

告書の承認
ノククβ年 3 月 6 日

　　　　　　　　 　試験責任者 ‐■闘霊議題鰹圏
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1.被 験物質

本報告書においてK‐1823は、次の名称等を有するものとする。

IJ 名 称

DL-〆チオニン

12 構造式等

構 造式

NH2
　

C日3柵S--C 日2C日2CHCOOH

分 子 式 C5HIIN02S

分 子 量 149.21

CAS 番 号 59‐51‐8

1,3 供給者、商品名、等級及びロット番号 .1

供 給 者
商 品 名 DL‐メチオニン

等 級
ロット番号

14 純 度・I

被 験物質 99.9%( 削pLC)

不 純 物 残り0,1%は不明

被験物質は純度100%として取り扱った。

*1 供給者添付資料による。





































SmdyNo, 205148 (TestitemK-1823 )

Cultivatingconditions:
Concen せation

Testitem … “,.,,,,“,,.,,.,,.,,,,,.,,,,,,,,.,,… … ,.,,.,.-,.,,,,.,, 100(m 肌 )

R 森 rence item(amline},,, … … ,.,,,,,,.,,,,,",,,“ ,,.,,.,, 100(m 肌 )

Activated sludge .",.,,".--,,.",.,, “,.,,.,,,,,,,.… … “,,,,. 30(m 肌 )

Temperature … … … .,,,,…… ...………… =…………“……… ,,,25 ± I
QC

Duration …… … …… …… ………………………… ……………… 28days(oct,24,2007-Nov,21,2007)

Note:- 一

Vessel

No,
SaumpleDescription

BOD(mg)
7thday 14thday 21stday 28由 day

[1] W〆ater十 testitem 2,O 2,2 2.2 2.2

[2] S1udge 十testitem 26.5 38.9 41.8 44.6

[3] S1udge 十testitem 18,6 38.5 43.O 47,7

[4] S1udge 十testitem 17,9 39,5 50,2 53,8

[5] Controlbl帥 k[B] 4.4 9,O 11,O 12.3

[6] S1udge 十 aniline 67.2 75.8 76.2 76,9
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